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　６月２０日で会期末を迎えるはずだった通常国会が自公与党と維新の会などによって７月２２日まで延長されました。

　これは、安倍政権が残業代ゼロ制度＝高度プロフェッショナル制度などを柱にした「働き方改革」一括法案や、刑法が禁じている賭博を合法化するカジノ実施法案などを何がなんでも成立させようとするためです。

「働き方改革」法案は、その根拠とされた労働時間データのねつ造が次々と発覚し、立法事実そのものが根底から崩壊しています。

そもそも、高度プロフェッショナル制度は、労働時間規制を適用しない労働者をつくりだし、８時間労働制を中核とする戦後の労働法制を根底から否定するものです。

　しかも、２０１４年に過労死等防止対策推進法が全会一致で成立し、翌年に「過労死等の防止のための対策に関する大綱」が閣議決定されてからわずか３年。本来、法案を提出すること自体、許されるものではありません。

　ところが、こんな、労働者が人間として当たり前に生きる権利さえも奪い去る、人権侵害の法案を、６月２９日、またしても自公与党と維新の会などが議会制民主主義を二重三重に冒涜して強行成立させました。

　同時に彼ら自民・公明・維新・希望の４党が、２７日に衆議院に提出し、今国会で憲法審査会での審議入りをしようとしているのが「国民投票法改定案」。

　「戦争する国」づくりを進めようとする安倍政権は、立憲主義を破壊、議会制民主主義を冒涜、国民主権、地方自治、そして個人の尊厳を顧ない政治を続けています。

　そして、彼らが沖縄で工事を強行し造ろうとしているのが米海兵隊のための辺野古新基地。

しかし今、４月２７日の南北首脳会談、６月１２日の米朝首脳会談が実現し、北東アジアの平和体制構築に向けての流れが動き出したことにより、朝鮮戦争を通じて形作られた日米安保体制をはじめ、日本の外交・安全保障政策を根本的に見直すことが求められる中、北東アジアの平和体制構築に向けての流れにも逆行し、沖縄の負担軽減を願う県民の「民意」にも逆行する、海兵隊の基地として造ろうとしている辺野古新基地建設は直ちに取り止め、同時に普天間基地を一刻も早く閉鎖・撤去することを求めるものです。

７月２２日（日）には、平和を求めて大阪で活動する様々な団体が協力して「朝鮮半島の非核化、平和の構築を歓迎する集い」を中之島の中央公会堂で開催します。

１１月１８日投開票と決まった沖縄県知事選挙での翁長知事再選を勝ち取るためにも、確信を得る集いとなることでしょう。

成功のため、皆様の力をお貸しください。
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・
　沖縄県知事選挙が１１月１８日投開票で行われることになりました。その約一か月前の１０月２１日には、那覇市長選挙が行われます。９月には、沖縄一斉地方選挙があり、ここで、名護市議選や東村議選が行われます。日本を「戦争する国」にしないために、その物的基盤である、米軍新基地建設を阻止し、無法に横行しているオスプレイをはじめとした米軍機の様々な訓練をやめさせるためにも、これらの沖縄でたたかわれる選挙は、全国が自らのこととして、全力で支援することが必要です。
　安保破棄大阪実行委員会としても、沖縄現地や中央と連携し、具体的な支援行動を計画します。方針を、８月３０日に開催する「後半幹事会」で議論し決定します。

　自民党沖縄県連は、沖縄県知事選で佐喜真宜野湾市長を擁立する方針を固めたと報道されています。そうなれば、宜野湾市長選挙も同時にたたかわれることとなります。直接的な現地支援行動や、財政面での支援がさらに必要となりますので、一層のご協力をうったえます。
　
新しくなった「辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地の無条件撤去を求める請願」署名に力を入れて取り組みます。
沖縄防衛局は、８月１７日から埋め立て工事に着手すると、沖縄県に通知を出してきました。この動きにストップをかけ、翁長県政、沖縄のたたかいを支えるためにも、辺野古新基地建設反対の思いが全国でも多数あることをしっかりと示していきましょう。用紙が必要な方は、安保破棄大阪実行委員会までご連絡ください。
「沖縄連帯のつどいinおおさかⅡ」へご参加ください
　９月１８日(火)に、稲嶺進氏(前名護市長、オール沖縄会議共同代表)を招いて、「沖縄連帯のつどいinおおさかⅡ」を開催します。エルおおさか南館５階ホールにて、１８時２０分開会です。是非ご参加ください。

ブックレット「沖縄の米軍基地」の活用を

　沖縄の基地問題を学習するためにもってこいのブックレット「沖縄の米軍基地」が出版されました。

　沖縄の米軍基地それぞれについて、配備部隊、役割、そこにまつわる事件・事故、歴史的動向、他県の基地などとの関連、問題点など詳しく書かれています。いかに沖縄に存在する米軍基地が、日本を守るためなどではなく、戦争をするためにあるかということがはっきりと分かります。

　是非それぞれの地域や団体、グループなどの学習会でもご活用ください。１冊６００円。大量注文に対しては割引もあります。
　6月の23定例宣伝行動は、23日が土曜日でしたので前倒しして6月22日に行いました。先月と打って変わって、晴天でかなり暑い中での宣伝行動でした。


　8団体個人から、19人の参加でした。うたごえ協議会から多数の参加で、歌のあるにぎやかな宣伝となりました。弁士は、平和委員会、共産党、大教組、AALA、うたごえ協議会から出してもらいました。3000万署名が、淀屋橋にしては結構多い22筆が集まりました。


次回は、7月23日に行います。会期延長された国会が閉会した直後の行動です。安倍暴走政治を許さない意思をはっきりと示していきましょう。多数の参加をよろしくお願いします。























　














安保破棄ニュース�
�
Ｎｏ．４９５


2018.7.9�
�
安保破棄・諸要求貫徹大阪実行委員会





〒五四三ー〇〇一四　大阪市天王寺区玉造元町一七ー二二


　　　　　　　　ＴＥＬ　〇六ー六七六三ー三八三三


　　　　　　　　ＦＡＸ　〇六ー六七六三ー三八三六


　　　　　　　　●Ｅメール　　anpo-osk@abeam.ocn.ne. jp


　　　　　　　　●ホームページ　 http://www.anpo-osk.jp�
�






全国の力を結集し、


沖縄のたたかいに勝利しよう！

















7月


11日(水)大阪安保常任幹事会(10：00～大阪安保)


19日(木)沖縄知事選支援ツアー ・連続学習会（第２回）


(14：00～大阪民医連(予定))


22日(日) 「朝鮮半島の非核化、平和構築を歓迎するつどい」


(13:30～中之島中央公会堂・大ホール)


23日(月) 23定例宣伝行動（12:00～淀屋橋）


29日(日) 米軍基地いらない京都府民の会・


Ⅹバンドレーダー基地視察行動


(8：00　京都駅八条口東口「祭り時計広場」前集合)


8月


1日(水) 大阪安保常任幹事会(10：00～大阪安保)


11日(金)「土砂投入許すな！沖縄県民大会」


23日(木) 23定例宣伝行動（12:00～淀屋橋）


30日(木)「大阪安保後半幹事会」(18：30～　国労会館1階)


31日(金)　「辺野古支援＆名護市議選支援行動」（～9月2日）


９月


5日(水) 大阪安保常任幹事会(10：00～大阪安保)


9日(日) 沖縄県一斉地方選挙（名護市議選・東村議選など）


18日(火)「沖縄連帯のつどいinおおさかⅡ」


(18：20～エルおおさか南館・稲嶺進氏講演)


23日(月)23定例宣伝(12：00～淀屋橋）


　　　　　　　　　　　　　　　





当面の予定





安保破棄大阪実行委員会　


2018年後半幹事会





○日時：2018年8月30日（木）１８：３０～


○場所：大阪国労会館1階ホール


2018年の秋以降の活動について、方針を議論し、決定します。沖縄県知事選挙支援の動きも本格化してきます。


　是非、加盟団体、関係団体、地域実行委員会、個人幹事の方々の積極的なご参加よろしくお願いします。








- 1 -

